
当該箇所は既存の樹木を可能な限り保全し、誰もが利用しやすく安全な地域の人々に愛される森を目指しています。かつて高齢者福祉施設でしたが、公共
複合施設に再開発する際、これまでの樹木はほとんど手を付けずに保全されています。地理的に荒川が当施設の近くを流れており、丸石が表出されているた
め厚さ10ｃｍほどの木製チップを敷設し、利用者の安全を守れるよう工夫しています。近隣住民らが施設の活用を通じて緑地にも親しみを持てる環境となっ
ています。

当該施設は既存の高齢者福祉施設を刷新したものです。既存樹木を積極的に保存することで施設の活用を通じて緑に親しめるよう工夫さ
れている点が評価されました。

届出者： 深谷市 設計者： 株式会社佐野建築研究所
所在地： 埼玉県深谷市

緑 化 完 了 日
敷 地 面 積
緑 化 面 積

：令和6年2月15日
：14,501 ㎡
：2,717 ㎡

工 事 種 別
用 途
用 途 地 域

：増改築等
：庁舎
：第一種住居地域

建 ぺ い 率
接 道 部 緑 化
高 木 植 栽

：70％
：281.6ｍ
：83本

評価のポイント

彩の国みどりの優秀プラン賞 川本地区複合施設『ワモア川本』
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